
一
鞄
一
せ
ら
れ
、
そ
の
後
遺
々
人
家
が
建
っ
て
片
側
町
と

一
な
り
.
、
そ
れ
を
新
地
町
と
呼
ん
だ
と
い
ふ
。
今
は
並

一
木
町
の
申
に
臨
し
て
ゐ
る
。

シ
ン
チ
ョ
ウ
新
町
金
揮
の
町
名
。
尾
猿
町
の

家
屋
が
漸
〈
増
し
た
後
、
新
た
に
こ
の
町
を
設
け
た

の
で
名
づ
け
ら
れ
る
。
三
讃
問
書
に
!
寛
永
十
二
年

五
周
九
日
照
川
河
原
町
か
ら
出
火
し
て
、
尾
張
可
・

新
町
・
中
町
の
悉
〈
焼
失
し
た
こ
と
を
載
せ
て
ゐ
る

か
ら
、
笛
時
艇
に
今
の
町
制
の
知
〈
で
あ
っ
た
の
で

あ
ら
う
。

シ
ン
チ
ョ
ウ
イ
チ
バ
新
町
市
場
金
樗
新
町
附

廷
に
、
寛
文
・
延
貨
の
頃
、
往
古
の
久
保
市
の
儀
勢

で
市
を
建
て
、
魚
烏
背
物
等
を
版
質
し
た
が
、
後
涯

江
町
・
背
草
辻
に
轄
じ
た
と
い
は
れ
る
。

シ
ン
チ
ョ
ウ
ジ
毘
長
寺
金
滞
蛤
坂
町
に
在
っ

て
、
提
言
宗
に
囲
す
る
。
山
践
は
稲
荷
山
。
鹿
長
十

玩
年
信
元
養
と
い
ふ
者
関
東
よ
り
来
り
.
前
田
利
常

に
鵠
闘
う
て
河
原
町
ハ
今
の
古
寺
町
〉
に
寺
を
建
て
た

が
、
元
和
八
年
利
常
は
命
じ
て
も
と
域
内
に
あ
っ
た

稲
荷
澗
を
こ
の
寺
に
預
け
、
寛
永
十
六
年
更
に
寺
地

を
今
の
所
に
韓
ぜ
し
め
た
。
明
治
元
年
前
倒
混
請
禁

止
の
後
こ
の
稲
荷
詞
を
寺
地
と
直
則
し
、
七
年
ま
光

野
町
泉
野
紳
祉
に
合
紀
せ
ら
れ
た
。

シ
ン
デ
ン
新
田
石
川
郡
乙
丸
の
内
の
小
手
。

シ
ン
デ
ン
紳
田
期
羽
咋
郡
坪
野
の
技
村
ぞ
あ
る
。

鏑
多
紳
祉
の
静
岡
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ン
テ
ン
カ
ン
露
天
館

J
ソ
ウ
ユ
ウ
カ

y

妊
猫
館
。

シ
ン
デ
ン
ザ
イ
キ
ヨ
新
田
裁
許
明
暦
・
高
治
・

寛
文
の
頃
、
加
賀
務
に
新
聞
開
渡
・
一
一
符
建
等
の
胞

に
行
は
れ
た
時
、
是
等
を
裁
許
す
る
も
の
を
新
聞
十

村
と
い
う
た
が
、
元
勝
三
年
か
ら
新
田
裁
許
と
撰
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
田
裁
許
は
殴
作
所
の
鐙
衡
で

任
ぜ
ら
れ
、
十
村
の
下
に
回
す
る
も
の
で
、
新
聞
所

を
管
理
し
、
叉
新
聞
す
べ
き
土
地
を
護
見
す
る
等
の

事
を
掌
b
、
季
夏
に
は
新
聞
所
の
琵
相
を
見
闘
り
、

岡
琵
脹
に
但
し
て
殴
作
所
に
持
毒
す
る
。
こ
の
新
関

節
が
組
高
根
に
畳
録
せ
ら
れ
る
時
は
、
新
聞
裁
許
の

管
聴
を
離
れ
て
十
村
に
臆
す
る
。
新
聞
裁
許
は
叉
隆

聞
役
を
衆
ね
、
百
姓
の
行
震
に
静
怖
い
て
見
閲
す
る
聞

を
十
村
に
内
報
す
る
。
新
聞
裁
許
は
代
官
帳
二
加
を

交
附
せ
ら
れ
て
共
の
ロ
米
の
一
部
を
牧
入
と
し
、
老

年
に
建
す
る
時
は
新
聞
裁
許
列
に
な
っ
た
。

シ
ン
デ
ン
ト
ヲ
ム
ラ
新
田
+
材

J
シ

y
デ

y

ザ
イ
キ
ヨ
新
田
裁
許
。

ジ
ン
ド
ウ
紳
遺
風
束
郡
山
田
郷
に
屈
す
る
部

務
。
明
治
八
年
十
周
に
歪
・
0
、
谷
屋
・
青
谷
と
併
合

し
て
梯
生
と
殴
掛
僻
し
た
。

ジ
ン

F
ウ
紳
鑓
珠
洲
郡
南
方
の
内
の
小
手
。

ジ
ン
ド
ウ
ガ
キ
紳
鐙
梼
臨
京
都
紳
道
〈
今
の

梯
生
〉
に
産
す
る
。
果
貨
ふ
さ
〈
し
て
扇
卒
、
穏
子

少
〈
、
味
佳
良
.
栂
椋
・
串
梯
に
製
し
て
隣
邑
に
既

出
す
る
。

シ
ン

M -". 

シ
ン

F
ウ
ガ
ダ
新
盤
形
金
棒
尻
垂
坂
の
下
に

あ
っ
た
。
初
め
こ
の
所
に
公
事
場
と
御
算
用
揚
が
あ

っ
た
が
、
高
治
ご
年
鱒
地
し
て
そ
の
跡
が
空
地
と
な

っ
て
ゐ
た
。
寛
文
十
二
年
御
算
用
語
の
萄
地
を
成
田

漏
軍
兵
衛
に
賜
は
り
、
次
い
で
之
を
彦
三
町
に
鱒
ぜ

し
め
て
も
そ
の
跡
を
務
の
米
食
と
し
た
。
こ
の
米
食

を
新
堂
形
と
い
う
た
の
で
、
民
坂
下
に
あ
っ
た
米
倉

は
之
に
封
し
て
本
堂
形
と
も
古
蛍
形
と
も
い
う
た
。

元
様
六
年
の
士
般
に
民
議
堂
形
と
あ
る
の
も
新
堂
形

の
こ
と
で
あ
る
。

シ
ン
ド
ウ
ガ
タ
マ
へ
新
堂
形
前
金
縛
民
谷
坂

の
下
か
ら
紺
屋
坂
遜
に
至
る
聞
を
、
俗
に
新
蛍
形
前

と
い
え
J

た
。
新
蛍
形
米
倉
の
前
湿
り
で
あ
る
か
ら
で

-』

-
F
I
-
-
e

あ
る
。
明
治
以
後
尻
鳴
坂
遁
と
殴
帯
し
た
。

シ
ン
ド
ウ
ナ
ガ
カ
ツ
進
藤
長
一
遇
穣
六
左
衛

門
。
初
蔀
凶
寛
。
寛
永
十
八
年
前
田
利
常
に
仕
ヘ
、

糠
三
百
石
に
奈
り
、
延
質
五
年
御
使
番
、
貞
享
四
年

御
先
街
頭
に
任
じ
、
一
冗
隊
十
一
日
平
授
。
子
採
相
縫
い

で
滞
に
仕
へ
る
。

シ
ン
=
ユ
ウ
イ
ン
信
入
院
金
棒
卯
辰
知
来
専

門
内
に
あ
っ
て
、
開
基
を
全
廓
と
い
ひ
、
延
貨
の
記

録
に
今
は
二
代
目
で
あ
る
と
す
る
。
明
治
の
後
腹
せ

ら
れ
た
。

シ
ン

--a
ウ
ジ
昆
入
寺
能
美
郡
長
崎
に
あ
っ

て
、
提
宗
東
波
に
臨
す
る
。

シ
ン

--a
・
ワ
ジ
民
入
寺
羽
咋
郡
栃
木
に
在
っ

て
.
回
拠
出
京
東
涯
に
臨
す
る
。

シ
ン
=
ヨ
イ
ン
毘
如
院
加
賀
務
宇
一
第
六
代
前

田
吉
徳
の
側
室
。
江
戸
芝
紳
明
の
世
人
鏑
木
内
膳
の

女
、
名
は
貞
、
吉
徳
の
皐
後
虞
如
院
と
稽
し
た
。
或

は
日
〈
、
鍵
如
院
は
芝
滋
松
町
の
八
百
屋
の
女
で
あ

っ
た
が
、
内
騰
が
鰻
親
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
。

由
民
知
院
に
ご
男
三
女
が
あ
っ
た
。
長
は
勢
之
佐
利
和
、

次
は
八
十
五
郎
、
女
総
摘
は
富
山
侯
前
回
利
幸
の
室
、

楊
蛸
は
未
だ
按
せ
ず
、
盆
嫡
は
早
世
し
た
。
大
槻
朝

元
の
越
中
五
箇
山
に
諭
せ
ら
れ
た
後
、
八
十
五
郎
は

執
政
村
弁
主
膳
長
竪
の
嗣
子
た
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ

た
か
ら
、
六
用
品
"
一
日
銀
如
院
は
之
を
伴
う
て
江
戸

を
獲
し
、
七
周
十
一
日
金
・
探
に
入
っ
た
。
然
る
に
そ

の
直
後
江
戸
の
務
邸
に
中
老
漉
障
が
提
知
院
の
委
託

に
よ
っ
て
務
侯
重
県
を
筈
す
る
鑓
聾
を
置
い
た
と
の

疑
獄
が
生
じ
た
。
混
尾
が
そ
れ
を
自
白
し
た
と
の
報

は
十
七
日
務
に
建
し
た
か
ら
、
長
如
践
に
監
親
を
附

し
、
サ
一
白
金
谷
御
殿
の
蹟
式
続
き
に
縮
腕
を
榔
へ

て
幽
し
、
側
用
人
宮
永
敏
馬
・
長
瀬
古
品
郎
右
衛
門
等

交
々
之
を
質
し
た
が
奨
如
院
は
浅
尾
に
依
親
し
た

"

・

'

・

幽

.

目
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一
、
ヲ

こ
と
が
な
い
と
主
張
し
た
。
因
っ
て
鍵
如
院
所
持
の

書
類
を
犠
し
、
置
毒
に
関
す
る
誼
践
は
な
か
っ
た
が
、

朝
元
の
書
翰
を
得
た
に
よ
っ
て
反
覆
訊
問
L
、
認
知

院
が
そ
れ
と
密
遇
し
た
こ
と
を
口
供
せ
し
め
て
、
こ

の
裁
判
を
終
結
し
た
。
八
周
二
日
務
侯
重
岡
山
は
、
内

書
を
前
田
直
府
に
賜
ひ
、
民
如
院
及
び
そ
の
所
生
の

公
子
女
に
関
す
る
鑑
置
を
下
問
し
た
が
、
直
腐
は
他

の
老
臣
と
識
し
、
自
民
如
院
及
び
浅
尾
を
死
に
慮
L
、

利
和
と
八
十
五
郎
と
を
終
身
禁
銅
L
.
総
織
は
商
と

縛
し
て
富
山
侯
か
ら
離
縁
し
、
鶴
瓶
は
持
来
援
せ
し

む
べ
か
ら
ず
と
の
意
見
を
上
っ
た
。
し
か
し
霊
照
は

そ
の
滋
言
を
多
〈
採
用
せ
ず
、
自
ら
刑
を
定
め
て
鍵

如
院
を
茜
右
衛
門
坂
下
の
今
井
屋
敷
に
終
身
禁
鍋
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
提
知
院
の
病
室
〈
し
て
属

を
移
す
こ
と
能
は
ず
、
向
師
同
〈
金
谷
御
殿
蹟
式
の
縮

所
に
置
い
た
が
、
寛
延
ご
年
二
周
十
五
日
四
十
三
援

を
以
て
夜
し
た
。
或
は
長
瀬
五
郎
右
衛
門
が
識
し
て

織
死
せ
し
め
た
の
で
あ
る
と
も
い
ふ
。
そ
の
屍
聞
は
、

小
宜
野
日
蓮
宗
経
王
寺
番
紳
蛍
の
側
に
埋
鐙
L
、

後
に
法
訟
を
奨
如
院
妙
本
日
融
大
妨
と
稽
し
た
。
こ

の
時
長
如
院
の
所
生
利
和
は
江
戸
に
在
っ
た
が
、
務

は
こ
用
六
日
病
と
穂
し
て
金
・
揮
に
鴎
住
せ
し
む
べ
き

こ
と
を
幕
府
に
詩
ひ
、
四
周
二
日
江
戸
を
震
L
、
十

三
日
金
揮
に
着
し
て
小
立
野
の
郊
端
上
野
に
新
築
し

た
邸
に
入
ら
し
め
、
外
出
面
曾
を
禁
じ
た
。
後
費
暦

九
年
三
周
サ
ご
自
利
和
輝
俣
の
念
摘
を
設
し
て
癒
え

ず
、
サ
三
日
そ
の
死
を
護
表
し
た
。
時
に
年
サ
五
。

弟
八
十
五
郎
は
村
井
氏
か
ら
離
籍
し
、
幼
な
る
を
以

て
向
金
谷
御
殿
の
鹿
式
に
底
た
が
、
貧
層
九
年
四
用

金
海
域
焼
失
後
、
保
僻
高
畠
木
工
の
家
に
移
り
、
十

一
年
五
周
十
二
日
廿
一
践
を
以
て
夜
し
た
。
而
し
て

総
嫡
の
富
山
侯
夫
人
で
あ
っ
た
こ
と
萄
の
知
〈
、
場

婚
は
後
に
秋
田
侯
佐
竹
畿
員
に
捺
し
た
。

四
三
九


